
40

る
。
そ
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
お
い
て
、
葛
藤
し
、
実
存
的
、
心
身
的
、
宗

教
的
変
容
を
迎
え
、
超
克
す
る
体
験
的
プ
ロ
セ
ス
に
直
面
す
る）

3
（

。
日
本
で
は

闇
斎
が
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
ビ
ラ
ン
が
、
こ
の
よ
う
な
文
脈
に
お
け
る
近
世
近

代
の
代
表
的
思
想
家
と
捉
え
る
こ
と
で
、
思
想
構
造
面
で
通
じ
る
点
が
見
え

て
く
る
。
ま
た
、
超
越
的
領
域
・
宗
教
的
体
験
（
神
道
や
キ
リ
ス
ト
教
へ
の

転
回
）
を
主
軸
に
し
た
後
期
へ
の
賛
否
が
あ
る
点
も
通
じ
る
。
さ
ら
に
、
新

し
い
国
や
国
民
の
あ
り
方
、
新
し
い
生
活
様
式
に
関
わ
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
の
形
成
と
維
持
に
注
目
さ
れ
た
時
代
に
生
き
た
こ
と
は
、
そ
の
思
想
形
成

に
も
多
大
な
影
響
を
与
え
た
で
あ
ろ
う
。

　
な
お
、
比
較
思
想
的
行
為
に
付
き
纏
う
問
題
で
あ
る
が
、
例
え
ば
、「
合

理
性
」「
魂
・
精
神
」「
自
我
」「
身
体
」「
神
」「
恩
寵
」
な
ど
日
本
語
と
し

て
同
じ
用
語
を
使
用
し
て
も
、
異
な
る
文
化
間
・
時
代
間
・
個
人
間
の
文
脈

で
は
、
当
然
、
言
語
的
・
文
化
的
・
宗
教
的
な
意
味
・
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
差
異

が
存
在
し
、
同
定
は
困
難
で
あ
る
。
語
彙
レ
ベ
ル
よ
り
は
、
構
造
的
な
枠
組

み
の
比
較
か
ら
見
え
て
く
る
思
想
や
行
動
に
注
目
す
る
こ
と
で
、
例
え
ば
、

は
じ
め
に

　
本
論
の
目
的
は
、
山
崎
闇
斎
（
一
六
一
九
―
一
六
八
二
）
を
世
界
哲
学
的

文
脈
で
理
解
す
る
た
め
、
メ
ー
ヌ
・
ド
・
ビ
ラ
ン
（
一
七
六
六
―
一
八
二
四
）

に
よ
る
人
間
探
求
の
哲
学
と
の
共
時
的
な
比
較
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
あ

る
。
闇
斎
は
、
江
戸
初
期
を
代
表
す
る
朱
子
学
者
・
神
道
家
と
さ
れ
、「
近

世
日
本
の
心
身
論
の
祖
」
的
性
格
を
持
つ
）
1
（

。
ビ
ラ
ン
は
、
近
代
フ
ラ
ン
ス
の

政
治
家
か
つ
心
身
論
の
先
駆
的
哲
学
者
で
あ
り
、
現
代
フ
ラ
ン
ス
哲
学
の
ベ

ル
ク
ソ
ン
、
メ
ル
ロ
＝
ポ
ン
テ
ィ
に
も
影
響
を
与
え
た
「
フ
ラ
ン
ス
・
ス
ピ
リ

チ
ュ
ア
リ
ス
ム）

2
（

の
祖
」
と
も
さ
れ
る
。
両
者
の
間
で
の
歴
史
的
、
地
理
的
に

直
接
的
な
関
係
性
は
考
え
難
い
が
、
思
想
・
信
仰
面
で
の
個
別
性
と
普
遍
性

に
目
配
せ
を
し
た
比
較
研
究
が
期
待
で
き
る
。

　
往
々
に
し
て
身
体
性
か
ら
精
神
性
、
そ
し
て
宗
教
性
の
領
域
を
も
含
ん
だ

統
合
性
を
持
つ
思
想
体
系
の
構
築
者
は
、
い
わ
ば
、
意
識
発
達
の
合
理
的
段

階
か
ら
超
合
理
的
段
階
へ
の
移
行
期
と
も
い
え
る
局
面
を
迎
え
る
傾
向
が
あ

〈
研
究
論
文
２
〉

久
　
保
　
隆
　
司
　

　
近
世�
近
代
移
行
期
に
お
け
る
心
身
を
基
盤
と
し
た
発
達
論
的
思
想
の
比
較

考
察

─
山
崎
闇
斎
と
メ
ー
ヌ
・
ド
・
ビ
ラ
ン
の
「
魂
と
身
体
」
の
文
脈
よ
り

─
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で
知
ら
れ
る
そ
の
経
験
論
は
、
フ
ラ
ン
ス
で
も
近
代
哲
学
の
主
流
と
し
て
受

容
さ
れ
る
。
十
七
世
紀
の
デ
カ
ル
ト
、
マ
ル
ブ
ラ
ン
シ
ュ
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
、

ス
ピ
ノ
ザ
ら
の
大
陸
の
哲
学
は
時
代
遅
れ
と
見
做
さ
れ
、
ロ
ッ
ク
の
経
験
論

の
流
れ
を
強
く
受
け
、
感
覚
論
の
哲
学
を
主
張
し
た
コ
ン
デ
ィ
ヤ
ッ
ク
が
、

近
代
的
人
間
精
神
の
科
学
的
研
究
の
始
祖
と
目
さ
れ
た）

8
（

。
こ
の
感
覚
論
を
基

盤
に
、
外
部
的
（
医
学
的
・
生
理
学
的
）
な
観
察
・
分
析
を
重
視
す
る
観
念

学
の
系
譜
は
、
カ
バ
ニ
ス）

9
（

や
ト
ラ
シ
ら
に
引
き
継
が
れ
、「
人
間
の
科
学
に
よ

る
諸
学
の
統
一
」
を
目
指
す
。
も
と
も
と
「
知
の
統
一
」
は
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ

か
ら
ダ
ラ
ン
ベ
ー
ル
、
デ
ィ
ド
ロ
に
至
る
百
科
全
書
派
の
主
題
で
あ
り
、
観

念
学
派
に
影
響
を
与
え
た）
10
（

の
で
あ
る
。

２　
『
習
慣
論
』
か
ら
「
運
動
す
る
身
体
の
哲
学
」
へ

　
十
八
世
紀
末
、
ビ
ラ
ン
は
、
観
念
学
や
生
気
論
の
影
響
下
）
11
（

、「
習
慣
」（
＝

外
部
か
ら
受
け
取
ら
れ
る
同
一
の
諸
印
象
の
反
復
）
12
（

）
の
二
面
性
に
注
目
し
た
。

外
部
刺
激
に
よ
る
印
象
は
、
習
慣
化
で
鈍
化
す
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
逆
に
習

慣
化
で
さ
ら
に
明
晰
化
す
る
こ
と
も
あ
る
。
相
反
す
る
結
果
が
生
じ
る
鍵
は

「
運
動
」
の
介
在
で
あ
り
、
人
間
は
複
数
の
重
層
的
な
「
生
」
に
生
き
て
お
り
、

そ
れ
を
経
験
し
て
い
る
「
生
」
の
違
い
に
よ
っ
て
習
慣
の
効
果
は
異
な
る
と

ビ
ラ
ン
は
考
え
た
。
す
な
わ
ち
、
自
我
の
内
に
あ
り
、
自
我
に
影
響
を
与
え

な
が
ら
も
独
自
に
働
く
受
動
的
・
不
随
意
的
な
「
感
覚
的
活
動
性
」（
感
覚
）

と
、
自
我
の
存
在
を
基
礎
付
け
る
能
動
的
・
随
意
的
な
「
運
動
的
活
動
性
」

（
知
覚
）
と
の
区
別
に
至
る
）
13
（

。
後
者
は
能
動
的
運
動
が
介
在
す
る
が
、
習
慣

化
に
よ
り
そ
の
運
動
の
た
め
の
努
力
が
軽
減
さ
れ
、
対
象
そ
の
も
の
へ
の
注

意
が
集
中
し
明
晰
化
す
る
と
し
た
。
能
動
的
に
身
体
を
動
か
そ
う
と
い
う
意

志
の
実
現
に
際
し
、
身
体
的
な
抵
抗
の
感
覚
を
受
け
取
り
な
が
ら
も
行
為
す

類
比
（
ア
ナ
ロ
ジ
ー
）
的
に
通
底
す
る
共
通
項
を
通
し
て
の
理
解
は
可
能
で

あ
り
、
そ
こ
に
共
時
性
を
重
視
す
る
比
較
思
想
の
一
つ
の
意
義
も
あ
る
と
の

立
場
を
本
論
は
と
る
。
以
上
を
踏
ま
え
た
上
で
、
本
論
で
は
ビ
ラ
ン
の
「
三

つ
の
生
」
説
を
基
軸
に
、
闇
斎
の
思
想
・
信
仰
と
の
比
較
を
通
し
て
、
主
に

心
身
論
的
・
発
達
論
的
側
面
か
ら
相
互
の
理
解
の
深
化
を
試
み
た
い
。

一
　
フ
ラ
ン
ス
哲
学
に
お
け
る
ビ
ラ
ン
哲
学
と
そ
の
構
造
的
特
徴

１　
近
代
フ
ラ
ン
ス
哲
学
と
ビ
ラ
ン
に
至
る
環
境

　
お
よ
そ
百
年
前
、
九
鬼
周
造
は
フ
ラ
ン
ス
の
近
代
哲
学
の
主
な
特
色
は
、

「
内
的
・
心
理
的
観
察
・
分
析
な
ど
の
尊
重
」「
数
学
お
よ
び
自
然
科
学
・
医

学
生
理
学
と
の
密
接
な
関
係
」「
二
元
論
、
社
会
的
な
こ
と
」
で
あ
り
、「
抽

象
を
避
け
て
現
実
に
即
す
る）

4
（

」
と
総
括
し
た
。
現
代
フ
ラ
ン
ス
哲
学
に
も
こ

の
特
色
は
通
底
す
る）

5
（

。
そ
れ
は
哲
学
と
い
う
専
門
世
界
だ
け
で
な
く
、
多
く

の
人
に
開
か
れ
た
平
明
な
表
現
形
式
を
通
し
て
、
こ
の
現
実
世
界
を
豊
か
に

生
き
る
た
め
の
人
間
学
／
人
間
科
学
の
探
求
と
い
え
よ
う
。

　
ビ
ラ
ン
登
場
以
前
の
十
七
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
哲
学
界
で
は
、
人
間
に
は
生

得
的
に
理
性
・
精
神
が
備
わ
る
と
す
る
大
陸
合
理
論
の
代
表
者
で
演
繹
的
な

デ
カ
ル
ト
と
、
数
学
者
・
物
理
学
者
で
あ
る
が
理
性
の
限
界
を
認
め
、
直
観
・

感
情
・
神
の
恩
寵
・
愛
を
重
視
し
た
帰
納
的
な
パ
ス
カ
ル
に
代
表
さ
れ
る
二

大
潮
流
が
あ
っ
た）

6
（

。
ビ
ラ
ン
と
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
パ
ス
カ
ル
の
流
れ
に
あ
り
、
心

と
身
体
と
の
関
係
性
か
ら
、
心
と
神
と
の
関
係
性
へ
と
導
か
れ
る）

7
（

と
メ
ル
ロ

＝
ポ
ン
テ
ィ
は
述
べ
て
い
る
。

　
十
八
世
紀
、
近
代
思
想
の
先
進
国
は
イ
ギ
リ
ス
で
あ
り
、
一
切
の
認
知
は

知
覚
経
験
に
基
づ
く
と
し
た
ロ
ッ
ク
が
そ
の
代
表
で
あ
る
。「
タ
ブ
ラ
・
ラ
サ
」
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二
　
心
身
論
的
領
域
の
探
求
│
理
性
と
身
体
性
の
統
合

１　
発
達
段
階
と
共
通
点

　
ビ
ラ
ン
と
山
崎
闇
斎
と
の
間
に
お
い
て
、
特
に
構
造
的
な
心
身
論
と
そ
れ

に
伴
う
発
達
段
階
論
の
比
較
は
、
普
遍
性
探
求
の
文
脈
で
意
義
が
あ
る
と
考

え
る
。
闇
斎
の
生
涯
は
、
思
想
信
条
の
転
回
か
ら
、
禅
学
期
（
初
期
）│
朱

子
学
期
（
中
期
）│
神
儒
兼
学
期
（
後
期
）
と
三
分
で
き
、
ビ
ラ
ン
自
身
の

転
回
と
も
対
応
す
る
三
つ
の
生
の
段
階
と
類
比
的
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

両
者
と
も
身
体
的
基
盤
か
ら
「
知
性
」
を
経
て
形
而
上
学
領
域
に
至
る
段
階

的
発
達
論
を
採
っ
て
い
る
。

　
両
者
は
そ
の
思
索
の
初
期
か
ら
、
身
体
を
内
な
る
基
盤
と
し
て
位
置
づ
け

て
い
た
。
デ
カ
ル
ト
的
心
身
二
元
論
に
反
す
る
ビ
ラ
ン
の
目
的
は
、
哲
学
を

内
的
知
覚
の
基
盤
哲
学
と
し
て
の
再
編
成
に
あ
っ
た
。
一
方
、
闇
斎
は
「
自

然
ニ
一
身
ニ
五
倫
ノ
理
有
ル
）
20
（

」
と
、「
身
」（
ま
た
は
心
身
）
を
基
盤
と
し
た
が
、

元
来
の
朱
子
学
の
観
念
的
な
「
理
」
の
理
解
と
は
異
な
り
、
感
情
と
も
結
び

つ
い
た
実
体
的
な
「
理
」
の
顕
れ
と
し
て
「
身
」
を
捉
え
た）
21
（

。「
心
は
内
、
身

は
外
」
と
の
朱
子
説
に
反
し
、「
心
も
身
も
内
」
と
す
る
闇
斎
の
心
身
一
致
へ

の
こ
だ
わ
り
は
、
高
弟
間
で
「
敬
義
内
外）
22
（

論
争
」
を
招
く
。
こ
れ
は
闇
斎
学

の
基
盤
概
念
「
敬）
23
（

」
の
あ
り
方
に
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
た）
24
（

。

　
第
二
の
生
か
ら
第
三
の
生
に
至
る
段
階
で
は
、「
合
理
主
義
」
の
有
効
性
と

そ
の
限
界
に
関
わ
る
意
識
を
両
者
は
強
く
持
ち
）
25
（

、
包
摂
的
な
超
克
の
道
を
切

り
開
こ
う
と
し
た
態
度
は
、
近
世
近
代
の
先
駆
者
ゆ
え
で
あ
ろ
う
。
体
験
を

意
識
発
達
の
前
提
と
し
な
が
ら
、
認
識
も
重
視
す
る
両
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
朱

子
学
的
合
理
主
義
側
面
、
大
陸
合
理
主
義
の
能
力
向
上
も
重
視
す
る
。
す
な

る
努
力
を
、
内
か
ら
主
体
的
・
内
感
的
に
体
験
す
る
こ
と
で
自
我
形
成
が
促

進
さ
れ
る）
14
（

。
運
動
は
思
惟
や
感
覚
に
先
行
す
る
基
盤
で
あ
り）
15
（

、
身
体
性
は
意

識
の
起
源
と
唱
え
た
の
で
あ
る
。

３　
「
三
つ
の
生
」
と
階
層
性

　
一
八
二
〇
年
前
後
、
ビ
ラ
ン
は
人
間
の
発
達
に
お
け
る
「
三
つ
の
生
」
説

を
唱
え
た）
16
（

。「
第
一
の
生
」（
動
物
的
生
、
有
機
的
生
、
感
受
的
本
能
的
な
段

階
）
は
、
人
間
固
有
で
な
く
、
自
我
の
発
生
も
成
長
も
な
い
。
本
能
的
な
受

動
の
段
階
で
あ
り
、
自
然
学
と
生
理
学
に
よ
っ
て
探
究
が
な
さ
れ
る
。「
第
二

の
生
」（
人
間
的
生
、
現
象
的
段
階
）
は
、
感
覚
し
、
思
惟
す
る
身
体
を
基

盤
に
形
成
さ
れ
る
自
我
の
発
達
過
程
で
あ
る
。
個
人
の
努
力
で
自
我
が
育
ち
、

自
由
意
志
で
理
性
的
行
動
が
取
れ
る
能
動
的
段
階
で
あ
る
。
こ
の
領
域
の
探

究
は
現
象
領
域
の
科
学
で
あ
る
心
理
学psychologie

の
対
象
と
な
る）
17
（

。
究

極
的
に
は
自
我
／
意
志
を
通
し
て
、
魂
と
身
体
の
統
合
の
域
に
至
ろ
う
と
す

る
。「
第
三
の
生
」（
精
神
的
生
、
実
体
的
段
階
、
形
而
上
学
的
／
宗
教
的
／

超
越
的
段
階
）
は
、
最
晩
年
期
の
ビ
ラ
ン
が
最
重
要
と
考
え
た
段
階
で
あ
る
。

自
我
を
基
盤
と
す
る
哲
学
が
神
秘
主
義
に
主
役
を
譲
る
人
間
学anthropol-

ogie

の
領
域
で
あ
り
、
自
我
否
定
の
究
極
的
な
受
動
性
に
よ
り
神
の
恩
寵
が

得
ら
れ
る
と
し
た）
18
（

。
こ
れ
ら
「
三
つ
の
生
」
は
、
階
層
的
構
造
を
形
成
し
、

下
の
階
層
を
含
ん
で
超
え
る
と
い
う
発
達
的
関
係
性
を
と
る
の
で）
19
（

、
受
動
性

（
本
能
的
）↓
能
動
性
（
認
識
的
）↓
受
動
性
（
形
而
上
学
的
）
の
三
形
態
へ

の
変
化
と
な
る
。
第
一
の
生
の
受
動
性
は
、
第
三
の
生
の
受
動
性
の
基
盤
と

し
て
共
有
さ
れ
て
お
り
、
外
か
ら
の
観
察
分
析
で
は
両
者
の
区
分
が
困
難
な

場
合
も
考
え
ら
れ
る
。
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朱
子
学
に
お
け
る「
気
」の
運
動
を
媒
介
と
す
る
天
地
人
の
対
応
関
係（
天

人
合
一
）
を
見
て
と
る
中
国
の
考
え
方
を
継
承
し
な
が
ら
も
、
闇
斎
は
、「
天

人
唯
一
」
と
し
て
日
本
の
特
殊
事
情
を
鑑
み
て
中
心
概
念
に
据
え
た
。
中
国

で
は
、
天
人
相
関
は
あ
れ
ど
も
、
絶
対
的
な
断
絶
が
あ
る
。
一
方
、
日
本
で

は
天
（
神
）
と
人
と
は
、
ア
ニ
ミ
ズ
ム
的
な
精
神
文
化
も
底
流
に
あ
ろ
う
が
、

よ
り
直
接
的
に
は
先
祖
と
子
孫
と
い
う
血
縁
的
関
係
で
歴
史
的
に
繫
が
っ
て

い
る
面
に
注
目
し
、
天
人
相
関
を
身
近
に
捉
え
た）
31
（

。

　
身
体
に
即
し
て
大
宇
宙
と
小
宇
宙
の
対
応
関
係
を
感
得
す
る
神
話
時
代
の

思
考
様
式
（
レ
ヴ
ィ
＝
ス
ト
ロ
ー
ス
的
に
は
「
野
生
の
思
考
」）
を
内
包
す
る

ス
ト
ア
派
の
身
体
論
は
、
根
源
的
な
ロ
ゴ
ス
に
発
す
る
気
息pneum

a

を
軸

に
、
古
代
医
学
で
の
心
身
相
関
的
治
療
法
と
の
繫
が
り
か
ら
、
両
宇
宙
の
対

応
関
係
を
具
体
的
に
示
す
）
32
（

。
大
小
宇
宙
の
対
応
関
係
は
、
心
身
一
致
的
な
東

洋
的
思
考
と
心
身
分
離
的
な
西
洋
的
思
考
に
分
岐
以
前
の
古
代
に
共
通
し
た

基
盤
で
あ
っ
た
と
知
れ
る）
33
（

。
湯
浅
は
、
身
体
論
（
心
身
論
）
に
と
っ
て
、
身

体
的
な
呼
吸
＝
神
の
息
吹
＝
聖
霊
の
観
念
が
重
要
な
の
は
、
そ
れ
が
霊
魂
と

肉
体
、
つ
ま
り
心
と
身
体
を
結
び
つ
け
る
媒
介
と
な
る
意
識
下
の
潜
在
的
作

用
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
と
す
る）
34
（

。
個
人
の
受
動
性
レ
ベ
ル
で
の
聖
霊
の
働

き
「
恩
寵
」
を
根
源
的
と
す
る
ビ
ラ
ン
に
も
共
通
し
よ
う
。

三
　
超
越
論
的
領
域
の
探
求

　
　
　
│
高
次
の
受
動
性
と
恩
寵
／
慈
悲
に
よ
る
統
合

１　
「
第
二
の
生
」
か
ら
「
第
三
の
生
」
へ
の
移
行
と
「
恩
寵
」

　
第
二
の
生
の
境
地
は
、「
魂
と
身
体
性
の
統
合
）
35
（

」
で
あ
る
。
こ
こ
に
至
る
に

は
、
強
い
意
志
に
よ
る
高
度
な
自
我
形
成
が
要
求
さ
れ
る
。
現
実
的
に
は
、

わ
ち
、
体
験
の
体
認
を
中
心
と
す
る
心
身
論
ベ
ー
ス
の
超
越
的
発
達
論
を
持

ち
、
合
理
的
領
域
を
極
め
た
上
で
の
超
越
的
段
階
へ
の
発
達
を
提
示
し
た
。

後
の
段
階
は
前
の
段
階
を
「
含
ん
で
超
え
る
」
と
い
う
基
本
構
造
と
な
る
。

２
　「
第
二
の
生
」
に
お
け
る
ス
ト
ア
哲
学
と
朱
子
学
の
役
割

　
第
二
の
生
の
課
題
は
、
知
性
と
身
体
性
の
統
合
で
あ
る
。
ビ
ラ
ン
は
、
ス

ト
ア
主
義
が
人
間
の
理
想
的
な
生
き
方
を
体
験
的
に
示
す
、
こ
の
領
域
に
最

適
な
実
践
哲
学
と
見
た
）
26
（

。
ビ
ラ
ニ
ズ
ム
に
お
け
る
ス
ト
ア
哲
学
）
27
（

の
位
置
と
、

闇
斎
学
に
お
け
る
朱
子
学
の
位
置
は
類
比
的
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ス

ト
ア
哲
学
に
よ
る
瞑
想
実
践
等
を
通
し
て
の
賢
者
の
道
の
過
程
が
、
朱
子
学

で
の
「
居
敬
静
坐
」
の
行
動
か
ら
始
ま
る
聖
人
の
道
の
過
程
に
対
応
す
る
。

　
思
想
史
的
に
は
、
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
世
界
で
、
ス
ト
ア
哲
学
は
知
的
エ
リ
ー
ト

階
層
に
支
持
さ
れ
た
。
禁
欲
主
義
的
努
力
の
元
、
瞑
想
を
主
と
し
た
心
身
の

訓
練
実
践
を
通
じ
て
、
理
性logos

で
情
念pathos
を
超
克
す
る
不
受
動
心

apatheia

と
い
う
境
地
に
達
す
る
こ
と
を
最
高
の
善
と
し
た
。
一
方
、
朱
子

学
は
、
宋
代
の
士
大
夫
を
対
象
と
し
た
道
で
あ
る
。
江
戸
期
日
本
で
は
武
士

が
主
な
担
い
手
で
あ
る
。
中
で
も
闇
斎
の
門
流
の
崎
門
は
質
素
倹
約
を
重
視

し
、
禁
欲
的
で
あ
っ
た
。
そ
の
思
想
│
行
動
原
理
は
、
心
身
一
致
の
状
態
・

態
度
「
敬
」
の
語
で
象
徴
さ
れ
る）
28
（

。

３　
マ
ク
ロ
コ
ス
モ
ス
と
ミ
ク
ロ
コ
ス
モ
ス
―
基
底
に
共
通
す
る
世
界
観

　
湯
浅
泰
雄
に
よ
る
と
、
ス
ト
ア
派
は
自
然
に
従
っ
て
生
き
る
態
度
を
重
視

す
る）
29
（

。
こ
の
自
然physis

は
、
人
間
の
本
性
と
大
宇
宙
で
あ
る
物
理
的
自
然

の
あ
り
方
と
い
う
二
つ
の
意
味
を
持
つ
。
道
徳
法
則
と
自
然
法
則
の
一
致
が

基
盤
で
あ
り
、
内
面
的
な
心
身
的
訓
練
を
通
じ
て
、
自
己
の
心
│
魂
の
状
態

を
変
容
し
、
変
性
意
識
体
験
の
中
で
大
宇
宙
と
の
交
流
を
意
図
す
る）
30
（

。
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的
・
信
仰
的
な
垂
加
神
道
派
と
に
大
き
く
二
分
し
た
。

２　
「
努
力
・
自
力
」
と
「
恩
寵
・
他
力
」
間
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム

　
人
間
の
上
昇
す
る
意
志
力
の
過
大
評
価
や
、
逆
に
全
て
を
神
の
恩
寵
と
す

る
意
志
力
の
過
少
評
価
は
、
共
に
極
端
だ
と
ビ
ラ
ン
は
考
え
た）
42
（

。
東
洋
的
な

表
現
で
は
、
例
え
ば
、
前
者
は
自
力
、
後
者
は
他
力
と
な
ろ
う
。
経
験
の
基

盤
上
に
各
人
の
明
確
な
意
志
で
、
精
神
・
魂
の
成
長
が
可
能
と
考
え
た
ビ
ラ

ン
は
、
ス
ト
ア
哲
学
の
理
性
・
意
志
力
の
限
界
を
理
解
し
）
43
（

、
自
力
的
な
ス
ト

ア
哲
学
と
他
力
的
な
キ
リ
ス
ト
教
の
調
停
を
望
ん
で
い
た）
44
（

。

　
一
方
、
中
世
神
道
で
は
、『
日
本
書
紀
』
に
記
述
さ
れ
る
「
幸
魂
奇
魂
」

は
心
臓
に
位
置
す
る
「
心
神
」
と
し
て
、
万
人
に
備
わ
る
天
御
中
主
尊
の
分

霊
と
さ
れ
た
。
心
神
の
内
在
性
ゆ
え
、
各
人
の
意
志
で
「
神
人
合
一
」
を
目

指
す
こ
と
も
可
能
と
な
る
。
闇
斎
は
自
身
の
心
神
を
祀
っ
た
が
、
事
実
上
の

日
本
初
の
「
生
祠
」
事
例
と
さ
れ
る）
45
（

。
闇
斎
の
神
道
に
お
い
て
は
、
恩
寵
は

万
物
に
対
す
る
久
遠
の
慈
悲
「
天
御
蔭
日
御
蔭
」
に
通
じ
る
と
考
え
ら
れ
、

そ
れ
の
究
極
的
な
受
動
態
で
の
享
受
は
「
冥
加
正
直
」
の
態
度
に
、
魂
の
実

体
は
心
神
に
相
当
し
よ
う
。

　
以
上
か
ら
、
意
識
的
な
努
力
の
前
か
後
か
と
い
う
時
間
秩
序
上
に
、
自
然

に
よ
る
受
動
的
・
動
物
的
な
生
↓
意
志
的
・
人
間
的
な
生
↓
恩
寵
に
よ
る
受

動
的
・
精
神
的
な
生
の
通
時
的
発
達
を
見
る
こ
と）
46
（

は
重
要
な
基
準
と
考
え
る
。

同
時
に
、
恩
寵
は
全
て
の
瞬
間
、
全
て
の
「
生
」の
基
底
に
働
い
て
い
る
こ
と
、

人
間
は
常
に
下
位
の
「
生
」
を
含
ん
で
い
る
こ
と
、
そ
し
て
第
三
の
生
に
達

し
て
も
そ
れ
は
カ
イ
ロ
ス
的
非
時
間
体
験
の
場
で
あ
り
、
日
常
生
活
は
ク
ロ

ノ
ス
的
時
間
に
基
づ
く
第
二
の
生
が
主
と
の
認
識
が
重
要
で
あ
る
。
自
我
成

立
の
第
二
の
生
の
上
に
、
第
三
の
生
で
の
非
時
間
的
な
恩
寵
体
験
を
、
言
葉

ス
ト
ア
派
で
も
朱
子
学
派
で
も
こ
こ
が
到
達
点
で
あ
ろ
う
。
結
局
、
能
動
的

生
の
究
極
段
階
の
ス
ト
ア
派
は
、
理
性
で
全
て
が
対
処
で
き
る
と
の
立
場
で

あ
り
、
第
二
の
生
の
諸
限
界
を
超
え
は
し
な
い
と
ビ
ラ
ン
は
述
べ
る）
36
（

。
第
二

の
生
ま
で
の
極
は
「
自
我
」
の
み
で
あ
っ
た
が
、
第
三
の
生
で
は
新
し
く
上

位
の
極
「
神
」
が
現
れ
る
の
で
あ
る）
37
（

。

　
第
三
の
生
で
、
ビ
ラ
ン
は
理
性
に
基
づ
い
た
哲
学
に
、
宗
教
的
概
念
や
体

験
の
取
り
込
み
可
能
性
の
問
題
に
直
面
し
た）
38
（

。
こ
の
種
の
超
理
性
的
領
域
の

取
り
込
み
を
避
け
る
哲
学
者
は
多
い
が
、
ビ
ラ
ン
は
、
心
理
学
か
ら
人
間
学

の
新
し
い
包
括
的
枠
組
み
で
、
統
合
的
体
系
の
構
築
を
目
指
し
た
。

　
闇
斎
も
同
種
の
課
題
に
ぶ
つ
か
り
、
葛
藤
し
、
超
克
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

闇
斎
は
神
道
と
朱
子
学
と
の
兼
学
を
選
ん
だ
。
安
易
な
牽
強
付
会
を
避
け
、

双
方
の
学
び
の
強
制
は
し
な
か
っ
た
。
た
だ
初
学
者
に
は
朱
子
学
を
優
先
し

た
。
第
二
の
生
で
は
、
自
我
に
よ
る
理
性
の
発
達
は
、
恩
寵
を
受
け
る
た
め

の
必
要
不
可
欠
な
準
備
で
あ
る
が）
39
（

、
そ
れ
が
朱
子
学
で
あ
っ
た
。

　
第
三
の
生
は
、
宗
教
的
な
形
而
上
学
的
、
神
学
的
領
域
で
あ
る
。
宗
教
的

感
情
・
魂
・
信
仰
が
扱
わ
れ
る
。
第
一
と
第
二
の
生
の
間
と
全
く
異
質
の
区

別
が
、
第
二
と
第
三
の
生
と
の
間）
40
（

に
は
あ
り
、
類
比
的
に
自
我
と
魂
は
そ
の

本
性
の
違
い
か
ら
明
確
に
区
別
さ
れ
る）
41
（

。
能
動
的
な
認
知
機
能
は
関
与
し
な

い
受
動
性
の
段
階
で
あ
り
、
神
か
ら
の
恩
寵
の
み
が
機
能
す
る
。
自
我
は
消

失
す
る
が
魂
の
実
体
は
残
る
。
質
的
に
異
な
る
領
域
間
の
移
行
で
は
、
幾
多

の
葛
藤
体
験
を
伴
う
。
従
来
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
放
棄
が
要
求
さ
れ
、

社
会
的
な
死
と
再
生
の
プ
ロ
セ
ス
と
な
る
。
従
来
の
ビ
ラ
ニ
ズ
ム
理
解
者
に
、

こ
の
宗
教
的
領
域
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。
一
方
、
闇
斎
の

弟
子
た
ち
も
戸
惑
い
、
朱
子
学
的
合
理
性
に
と
ど
ま
る
崎
門
学
派
と
超
越
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闇
斎
も
同
種
の
発
達
段
階
の
断
絶
に
直
面
し
た
。
朱
子
学
的
合
理
主
義
に

基
づ
く
真
理
追
求
の
方
法
で
は
、『
日
本
書
紀
』
神
代
巻
に
書
か
れ
た
宗
教

的
真
意
が
理
解
不
能
で
あ
っ
た
。
そ
の
超
克
祈
願
で
藤
森
神
社
に
参
詣
し
た

一
連
の
プ
ロ
セ
ス
の
事
例
は
、
ビ
ラ
ン
の
移
行
の
理
解
の
参
考
に
な
ろ
う
。

闇
斎
は
、「
神
儒
兼
学
」
の
道
を
切
り
開
き
、
朱
子
学
と
神
道
間
の
ギ
ャ
ッ

プ
を
超
克
し
両
立
さ
せ
た）
52
（

。
さ
ら
に
、
日
本
で
初
め
て
自
身
の
心
神
の
生
祠

も
し
て
い
る
。
こ
れ
は
一
種
の
分
祠
で
あ
り
、
心
身
一
致
の
状
態
だ
か
ら
こ
そ

可
能
と
解
釈
で
き
、
魂
の
身
体
か
ら
の
分
離
と
捉
え
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
。

　
ビ
ラ
ン
で
も
、
哲
学
か
ら
宗
教
領
域
に
至
る
に
際
し
、
必
要
な
の
は
心
身

の
分
離
で
は
な
く
、
よ
り
大
き
な
秩
序
に
基
づ
く
統
合
で
あ
る
。
そ
れ
は
自

然
で
順
調
な
魂
の
発
展
で
あ
り
、
十
全
に
恩
寵
を
受
け
る
も
の
で
あ
る
。
そ

も
そ
も
ビ
ラ
ン
自
身
が
、
第
三
の
生
に
お
い
て
、
神
の
働
き
か
け
の
感
受
は
、

身
体
的
有
機
組
織
と
結
合
せ
る
精
神
に
よ
っ
て
の
み
可
能
と
主
張
し
て
い
る）
53
（

。

ま
た
、
宗
教
的
領
域
で
の
実
践
面
で
は
、
闇
斎
の
到
達
点
は
、「
敬
」（
つ
つ

し
み
）
の
基
盤
と
「
神
垂
祈
禱
」
の
能
動
的
行
為
（
意
志
）、
そ
し
て
「
冥

加
正
直
」
と
い
う
受
動
的
な
正
直
の
状
態
で
慈
悲
で
あ
る
冥
加
を
受
け
る
こ

と
に
あ
る）
54
（

。
一
方
、
ビ
ラ
ン
で
は
、
自
身
は
至
ら
ぬ
弱
い
存
在
と
の
自
覚
を

持
ち
、
神
の
道
の
準
備
で
あ
る
「
祈
り
」
を
実
践
し
）
55
（

、
神
的
な
愛
の
力
で
、

生
命
の
源
泉
と
の
一
体
を
目
標
と
す
る
。
以
上
か
ら
も
、
両
者
は
根
本
的
な

と
こ
ろ
を
共
有
し
、
構
造
論
的
・
方
法
論
的
に
も
重
な
る
と
こ
ろ
が
多
い
と

考
え
る
。お

わ
り
に
―
心
身
論
か
ら
形
而
上
学
へ

　
ビ
ラ
ン
は
、
自
然
学
・
生
理
学
・
心
理
学
を
踏
ま
え
た
哲
学
で
あ
り
な
が

を
媒
介
に
内
省
し
、
文
字
を
媒
介
に
哲
学
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

３　

魂
と
身
体
の
「
分
離
」
か
「
統
合
」
か

　
第
三
の
生
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
魂
と
身
体
と
の
結
合
の
探
求
か
ら
キ
リ
ス

ト
教
へ
の
転
回
に
よ
り
、
後
期
ビ
ラ
ン
で
は
、
魂
を
身
体
と
の
分
離
に
お
い

て
探
求
す
る
方
向
に
変
わ
っ
た
と
の
解
釈
が
あ
る）
47
（

。
こ
の
転
回
は
、
両
「
生
」

間
の
断
絶
を
意
味
し
、
順
序
あ
る
「
生
」
の
発
展
で
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
魂
と
身
体
の
分
離
は
、
第
三
の
生
の
条
件
な
の
だ
ろ
う
か
。
さ
ら

に
第
三
の
生
と
は
、
魂
が
肉
体
と
分
離
し
た
時
＝「
死
」
に
よ
っ
て
始
ま
る
と

の
解
釈
に
も
な
る
が
、
そ
れ
は
適
切
だ
ろ
う
か）
48
（

。

　
第
三
の
生
で
自
我
は
放
棄
さ
れ
る
が
、
魂
は
維
持
さ
れ
、
宗
教
的
感
情
的

部
分
は
豊
か
に
な
る
。
精
神
・
魂
の
一
部
で
あ
る
自
我
の
消
滅
は
、
そ
の
担

当
す
る
合
理
的
な
認
知
機
能
の
領
域
に
大
き
な
影
響
を
与
え
よ
う
が
、
魂
と

肉
体
の
分
離
問
題
と
は
直
接
的
な
関
係
が
な
い
。
ま
し
て
第
三
の
生
の
段
階

で
は
、
身
体
は
不
要
的
な
解
釈
は
適
切
で
な
か
ろ
う
。
そ
も
そ
も
肉
体
的
な

死
は
第
一
の
生
の
消
失
も
意
味
し
、
そ
の
基
盤
上
の
第
二
の
生
も
第
三
の
生

も
消
失
す
る
。
さ
ら
に
、
身
体
を
魂
の
牢
獄
と
捉
え
る
「
ソ
ー
マ
・
セ
ー
マ
」

的
な
プ
ラ
ト
ン
派
、
グ
ノ
ー
シ
ス
派
は
別
と
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
神
学
的
に
、

七
世
紀
の
証
聖
者
マ
ク
シ
モ
ス
か
ら
も
、
恩
寵
に
魂
と
身
体
の
分
離
は
不
要

な
こ
と
が
知
れ
る）
49
（

。
こ
の
文
脈
で
は
、
身
体
に
「
生
き
る
こ
と
」
と
「
動
く

こ
と
」
と
を
与
え
る
根
源
の
働
きenergeia

に
注
目
せ
ず
、
魂
を
身
体
か
ら

分
離
さ
せ
た
り
、
一
方
を
他
方
に
解
消
さ
せ
る
こ
と
は
、
生
身
の
自
己
を
欺

く
こ
と
で
あ
る）
50
（

。
ま
た
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
門
脇
佳
吉
神
父
は
、
聖
書
で
の
身

体som
a

と
は
旧
約
・
新
約
一
貫
し
て
人
間
全
体
を
表
す
と
い
う）
51
（

。
恩
寵
に

は
、
む
し
ろ
魂
と
身
体
の
結
合
が
前
提
な
の
で
あ
る
。
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